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【組成・性状】

２００８年６月
貯　　法：気密容器　吸湿注意

室温保存

有効成分 １ｇ中，日局パントテン酸カルシウム１００ｍｇ含有

【効能・効果】

【用法・用量】

【使用上の注意】

パントテン酸系製剤

パントテン酸カルシウム散10％「三恵」
Calcium Pantothenate Powder 10%

添 加 物

性 状 白色の散剤で，においはなく，味はわずかに苦い

Ａ1―１

製　造　販　売　元

株 式 会 社 　三 恵 薬 品
〒４４１―８０３３　愛知県豊橋市入船町２１番地

【有効成分に関する理化学的知見】

一般名：パントテン酸カルシウム
              （Ｃａｌｃｉｕｍ　Ｐａｎｔｏｔｈｅｎａｔｅ）

化学名： Ｍｏｎｏｃａｌｃｉｕｍ　ｂｉｓ｛３‐［（２Ｒ）‐２，４‐ｄｉｈｙｄｒｏｘｙ‐３，
  ３‐ｄｉｍｅｔｈｙｌｂｕｔａｎｏｙｌａｍｉｎｏ］ｐｒｏｐａｎｏａｔｅ｝

構造式：

分子式：Ｃ１８Ｈ３２ＣａＮ２Ｏ１０

分子量：４７６.５３

性　状：白色の粉末で，においはなく，味は苦い。水に溶けや
すく，エタノール（９５）に極めて溶けにくく，ジエチル
エーテルにほとんど溶けない。本品１.０ｇを水２０ｍＬ
に溶かした液のｐＨは７.０～９.０である。本品は吸湿
性である。

【包装】

５００ｇ

【文献請求先】

株式会社　三恵薬品　品質管理室
〒４４１‐８０３３　愛知県豊橋市入船町２１番地
ＴＥＬ＜０５３２＞４５‐６１３６

使用期限：容器に表示

【薬物動態】１）２）
【主要文献】

１） 第ⅩⅢ改正　日本薬局方解説書　広川書店
２） 日本薬局方　医薬品情報  ＪＰＤＩ　 １９９６　 薬業時報社

　（１） パントテン酸欠乏症の予防および治療，パントテン酸の需要が
増大し，食事からの摂取が不十分な際の補給（消耗性疾患，
甲状腺機能亢進症，妊産婦，授乳婦など）

　（２） 下記疾患のうち，パントテン酸の欠乏または代謝障害が関与
すると推定される場合
ストレプトマイシン及びカナマイシンによる副作用の予防
および治療，接触皮膚炎，急・慢性湿疹，弛緩性便秘

（２）の適応（効能・効果）に対して，効果がないのに月余にわたって
漫然と使用すべきでない。

通常，成人にはパントテン酸カルシウムとして１日１０～２００ｍｇを１～
３回に分割経口投与する。

なお，年齢，症状により適宜増減する。

副作用
本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる調
査を実施していない。

その他の副作用
消化器　過量投与により腹痛，下痢等（０．１％未満）があら
われることがある。

経口投与されたパントテン酸（ＰａＡ）は，主として小腸粘膜から受動
拡散の機構により，そのままの形で吸収される。一方，結合型パント
テン酸（ＣｏＡ）はそのままの形ではほとんど吸収されず，胃腸管内
でＰａＡ又はパンテテインＰａＳＨに分解された後，吸収される。パント
テン酸は哺乳動物では腸内細菌群によって合成されるが，動物体
内では合成されない。また生体内では，ＰａＡは大部分が結合型と

【薬効薬理】１）２）

パントテン酸がＣｏＡの構成成分であるから，補酵素作用が主体と
なっている。ＣｏＡは炭水化物，脂肪の代謝においてアセチルＣｏＡ
となり，活性アセチル基の転移を起こす重要な物質で，生体内でも
パントテン酸が生合成され，更にＣｏＡも生成される。動物実験にお
いては，パントテン酸欠乏症として，生長停止，死亡率増大，皮膚・
毛髪障害，神経系障害，消化管障害及び副腎障害を起こすといわ
れている。

　
　

して肝，腎に多く存在している。ＰａＡは生体内でＣｏＡとなり，ＴＣＡサ
イクル，脂肪酸代謝，アミノ酸代謝などの酸素反応に補酵素として
関与している。ヒトに１日数ｍｇずつ経口投与すると，１日の尿中に平
均その３０～６０％が排泄され，その量は投与量が増すほど多くなる。

乳糖，バレイショデンプン
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